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韮ya。 Bi／Ctgze蜘ゐq．sta　hutz vastra badal？ie　cal盈9紋y農．　Bi 」α9itPtaた6勲θた6δδ45η6伽ん
　　7ze　CltraLefeha　Se　1（a嫌：，，Devi！δノtunz　71e　7π8r乏s∂dhantz　ci｛r－ci7fr　kar　di，　tSCrlz　ne＞・ah々），ρ
　　klya？tunl　ne　mere　｝vrday・…eekノ厩鷹Pl’α」℃atit　kar　dl　hai．　kisli」，e　．P　De”ui，・71el’e加伽
　　・・卿〃π伽αオ1ψrδα漁r廊8層ンρapaxi　？‘‘itnit　kahte－kahte　Svetitノセん…α伽♂θ々1z勲々
　　lzdth　XOI－Se　paka；　liyゑ．
ここのすべて一彼が伝達と質開としてCitralekhaについて述べる彼の反応の欄々の内容と岡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　の　　　
じく，Sve伽ikについて起っていること，又彼のすることも作者にとっては意味があり，熟慮に
億するのである。何故なら，Sve｛：触kについて起ったのは，…りの璽要な変化であり，ここで話
されていることの内容はすべてその変化のしるしなのだから。三つの単一語によって明らかにさ
れ得ることは，48妨∂が単に，先行の文における説明のつづきを示峻しているだけであり，重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要度は先行文より少ない。加勲はSvetaiitkが話すということよりも彼が君う内容の方が重要
であるから，巣一語である。ki），々はそれ自体，限定されないようなものをもつところの…つの
閣題に最終約に葎在している。
　次につづく休止は，先行の文との強い対比として，助動詞の使用に関して存在する。　（単に状
態を示す動詞を考慮外におくと）七つのEx．　piikativaのない定動詞，ただこっのExpllk譲ivaと
並んで，他のある鋤動詞（saknのとの二つの結合が現れた：
　　Citratckh：7　ne　hqste　lZZte　uttal“diya：，，SVetdiik，　tZt171　blzrkt　karte　ho．　jise　tUtn　524加η4　kahte
　　ho，　vah　4か7z葦砿hanan加ガ．1ノ惚71e　tz〃ih召feevαt　itn〈I　dikhlaya　hai　ki　Mad（tkata／iv（τ711e諺
prαf乏磁㌶ai；g’hai．　rαhi　tttmhare　ht璽da），　rn¢」滋湿㍑ゆ⑳1？・a　ka？璽neた冒）ifet，　mai質e　to　t2‘η議¢
　　lee’v‘t！ノ1ηα〃層㍗恋！々窃た〃’αゐα〃搬（likl漁ya　hai．‘‘Ci　tt’a　geたゐ　ftごた々‘漉ga．nibhii・ho　gayi．　ZtS〃‘・
，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　3灘罐チ漉磁1漉読bha1］ak　dlya：，，5’切罐勲，），ah），爵！rα々1魏4　ki　tll〃ih：ii’eノ加‘切tlt〈！　17zeノーδ〃雇
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　　αsαrn．bha“o　hai．　sab　feuch　hote　hue　bhiηz忽aPni・manovnytti　j蔑nt亙h有．ノ71al　sqsar．　tlz¢kevat（漁
　　〃露伽鰹ツαse　Pノ’em　l《aギt亙h亘aUl－vah　Bi　jagguPta　hai．　kabhi　is　6御lii　ha．tPana　tak　na　kaノ帰擁
　　んiηzαμ2卿ゐ伽8ブ享7α7z　me　a　sakti睡．αδtu7n　ja　sakte　ho．“
前に述べた「嵐」や「炎」との鋭い対照において，彼女がSvetAAkの本質を発全に変えてしま
　　　　　　　　　　　の　　　
ったことは，冷静な事実である。だから，£xplik舗vaを欠いているのだが，又その理由は，こ
　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　
こでは命令の文体が支配的であるからでもある。II）Xplil〈atlvaはここでは，命令が話し｝Zl　lkって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　サ　　の　　　　　　の　　リ　　ロ
中断される場合のみ～単に，話ではなく岡時に，語られることを意味ある，重要なこととして
注譲させるXつの文章において一ことばとして示されて現れている。それから，二つの短い文
章が追加され（27／28頁）一ただ最初と最後の現象だけが，Exp｝il〈ativa〈で示され，その両者聞
に，助動詞を欠いた七つの定動詞の速続が現れる。
　　SVetdiik娠ηnukh餌藷par　gaya．　uah　eh？iartαki．　se　hara～ゴ煎7171z¢，　ftartare）laηz¢α躍囎
　　Zb，aktittva　me．　us　lle　kaha：，，ブo認ノ滋D8窃！‘‘αZtlny　it71ti　kahkαr　aPamtinit’α孟頽vijit　braゐma－
　　cδrl　4罐r　lci　or　barha　αオ1辱αごε航々？te　kuch　socaαlt？’舷cんsainSha．ぬδr　ke　bdhαr　ga．ve
ρ
　　5b8罐灌如us　ne　Pu1（ara：，，370’あz々！ζhahro，　tUM　se　kuch　allr　kahnd　hai，）・ah41a砥ao！‘‘
最初にここで報告されている現象はまだおだやかにかつ，著しく重要なこととしてρ海ρ曜
ga），aがExplikat／ivでおかれる。次に来るのは一論理的でも銀果的でもなく文体的に一そ
れのいわば連続である。しかしここに助動詞のない七つの定鋤詞が現れているということには，
ある特別の理由がある。Svet知kは酔いから，運命的な酔いざめへと落ちたのだ。彼はぼんや
りしていると同時に当惑している。彼臼身は出来事を，璽要なものとして，はっきりした輪郭に
おいて体得しないので，ただ起ったことを放任するのみである。それはある意味で，抽象的な感
情である。その感情は著者にとってふさわしいし，著者はいくつかの文章を相前後して抽象的な，
鋤動詞を欠いた文体でかくことによって，まさしくより印象約にその感椿を作るのである。ただ，
最後のCitralekhaの叫びにおける命令だけは，再びEXI）｝ikatlvaで与えられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　　　　　　　サ　　リ
　104．Explil〈ativaのない語法は従って，主語の比較的不注意によってなされた，又はこうむ
った行為又は状態を説明するのに用いることができる。それは，ろうばい，放心，あわての気持
に一致する。
　この認識は，§95に引用したSewasada．nの箇所の文体を理解するのに，一つの手助けをもた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の
らす。そこにおいて，EXPIikat三vaのない動詞表現が異常なまでに長いということは，行為煮
Subhadraも又，一種当惑の状態にいるということと，疑いもなく関わりがある。さて腕輪がど
こにあるかという考えが彼女の思念を満たす。彼女がそれを見出すためにすることは全部，それ
甦身どちらでも構わないことであり，偲々の行為としてはっきりとは体験されない。そこで諜常
に抽象的な文休となるのだ。　C々1’αん舶δからさらに二簡所を引いて介ま闇ご述ぺたことの確証が
できる。16頁から，Sveta貢kがいかにして，認めうる感蜷の動きがなくして，　Bijaguptaの命
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　112
禽を実行し，Citrale1（haに一つのリキ＝、・一ルを届けるかが述べられる。最初Bijaguptaは彼に
リキュールを与え，それから彼がそれをCltralekhaに属ける。　これら二つの行為は，　BH．　C．
VARMXには普適のように，助動詞denaによって，はっきりと輪郭がとられ，そして考えて併
鷹されているのである。
Bηα9鐸メ）ta　71．e　sugandhit　ntadirξ乏　∫〔ヨ　δたαザ認　hua．　sηarフf－♪々訂゜α　sηet惹宛fe　たε　為ξ諺11　η1¢　（｝e　d玉ya。
　　Sx，etaXk　ne　maclii’ttた々ptZtra　Citralekhti々歪or　ba；h霞diy護．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノさらに九頁に，國じ行為がもう一一度現れる。しかしここではSve緬ぬkは動揺しているのであり，
強い感情の動きにとらわれているのである。　Citralekhaのある書葉が彼を驚かしたcakit　ho
gαyδのである。彼は，個々の現象を，彼擦身のために正確に体得することができないのである。
だからここでは，助動詞をとらないのだ：
震れ々　kahたαr　ttS　ne　Citrαtekh々　鳥¢　s々mne　madira，　鳥鴛　♪ジ混ε轟　ba￥h裂y琶、
　Druckfehlerverzeichnis
「上」（学報26号）の正誤表
ヨ　行
一
2
4
8
8
9
9
9
3
3
3
3
3
3
3
39
140
誤
1gl　役立つ
　　　　　　　　　 1
15｛すぐれた文学個；1聖
20　　作る
29　　　無選択
9　葎在するということ
　　使役のしるしが階示25
　　する
．ao　1　　作る
　　　　　　　　●　　　●　　　o　　　●
　　　　　　●　　　■　　　●　　　○　　　●　　　●　　　●　　　o
4Gl61限定である（そして
40　1
40’
42
　
i
43｛
　1ここには，行為の作
32浦性という解駅が存
　｛在する
　　　　　　　　ミ
6｛clenfiのなす説明
　｛　．　．
71－396　　　　　　1
8iとの解釈は，
　　　　　　　　4
14　1　確実牲
8｛よって叢1三確な
　　　　Jtl三
　　用いられる
　　文学作繍
　　する
　　無作為
縫藻轡’な
讐の赫で嚇さ
　　する
ここで解墨ζなう9
㌶鱗脚
denaのなす明白化
限是である。そして
ミ
屡
1よって，より正確な
t
戴飢　　誤
43　20　関係代名詞の
轡1°換討れぱ
145”瀦形翻で
145　12　　と示される。
／t・79鰹癬
卜922はまらないのだ・
i50　27　入が欲するならば
　
1512ヱ　　無選択
1521・通常
劉23　叙格
160118　　彼は
　　　 　　　　　　ミ
　　　　　　　ミ
1護隆貯
　　　　　　　　　 　　　　　　　
｛6引2ヂ　危鰹
／t　　　　L　　　　l
：芭
再帰代名詞と
　又は
再帰形容詞によって1
として示される。
　サ　　リ　　　　　の
麹発性等
野らない翻もあ1
そう解釈しようとす1
れば
　無作為
　舞寺折
　斜格
　彼に
F明白化」として飛
いられる
粥いられる
い・（§50参照）引
　飢鰻　　　　　　｝
i
l
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
113
Pau玉Hackerについて
　】913年1月6臥ケルン近郊に生まれる。1949年以来，ボン大学並びにミュンスター大学講師。1954年から
55年まで，インド。ビハール州ダルバンガーにあるミティラ研究藤教授。1955年よりボン大学教授。1963年，
ミュンスター大学インド学の初代教授に就俵。インド哲学，とくにシャンカラ，プラーナ，マヌ法典．を増：閃
とするが，ヒンデ〆一語にも造詣が深いa数多い著書，論文のうち，本論文以外の代表的なものは次の通りで
ある。
　”Upadeshasahasr玉von　Meister　Shankara．“（シャンカラ作Upadeshasaharl，サンスクリット源典から
　　　の訳註）BOnn　1949
　，，Untersuchungen　til）ei’Texte　des　frtilien　Advaitavad隷，　L　Die　Schikier　Sankaras．“（初期一元論の
　　　文献研究，1．シャンカラの弟子達　Mainz，1950）
　，，Eigenttimlichkeiten　der　Lehre　und　Terminologie　Sa紘aras．“（シャンカラの教義と術語の特質）
　　　（Zeitschrlft　der　Deutschen　MorgeRlandlschen　Gesellschaft　leO〆195G）
　．，Vivarta．　Studien　zur　Geschichte　der　illusionistischen　Kosmologie　uncl　E．rkenntnisth．eoi’ie　der
　　　王nder．“（仮現：インド人の幻影主義的宇宙論史と認識論史の研究）（Akademie　MeiBz，　Abhandlun蓼en
　　　geistes　und　s◎zialwissenschaftliche　Klasse，1953年第5号）
　。Prahlada．　Werden　und　Wandlungen　einer　ldealgestalt．　Beitrage　zurGeschichte　des　Hiki（luislllus．‘‘
　　　（プラフラーダ：ある理想像の成立と変遷Akade！n｛e　Meinz，　Abhancllungen　geistes　und　seZia！wissen－
　　　schaftliche　Klasse，1959年第9号及び第13号）
　．Die　Seinsbegriffe　des　Hindi：ho綴hai　und　hai．‘‘（ヒンディー語の存在概念hota　haiとhai，　Zeits－
　　　chrift　f菰r　verg｝eichende　Sprachforschung　auf　dem　Gebiete　dey　Indogermanischen　Sprache；ユ
　　　78／1963）
　。On　the　Problems　of　a　method　for　treating　the　comPound　ancl　conjunct　Vei’bs　in　1’lindi“（Bu｝le翻
　　　of　the　School　of　Orlental　and　Afrlcan　Studles，　London三961年24巻）
　”Einiges　Zttr　Hin（li－Grammatik．“（ヒンディー語文法に関する聴干の考察）（lndo－lranian　JOurnal　1963
　　　年6巻）
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